
十
万
都
市
目
標
に
建
設

九
月
九
日
竣
工
式
行
な
わ
る

ヵ
:
・
:
技
派
手
前
回
役
場
務
庁
AW崎
純
愛
工
事
泳
、
附
昨
年
十
一

mn十
滋
u
H
v
h
起
工
災
一
念
行
な
っ
て
円
以
来
i
i
A
M

A
H
i
:
約
十
か
月
の
…
ム
糊
酬
と
二
億
人
千
万
燃
の
工
務
総
攻
つ
い
や
し
て
滋
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
i
・3
山H

AMi--64払
矯
れ
の
好
天
気
に
滋
ま
れ
た
九
四
月
九
街
、
血
球
参
一
向
陪
制
緩
高
州
、
県
議
会
縮
刷
殺
を
は
じ
め
、

:
:
A
H

-宍

i
・
米
焚
多
数
の
ご
絞
殺
母
も
と
に
務
総
式
け
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新
庁
会
で
の
噂
常
務

:
A
H

A
州
:
:
開
始
は
十
月
一

nHa史
論
阿
部
は
移
絞
ま
〉
で
、
と
れ
に
ぎ
役
場
の
総
務
委
号
も
後

j
A
M

AH-:;Jや
担
、
務
し
い
，
物
同
紙
鞘
番
号
は
八
一
…
凶
開
!
一
一
五
一
一
後
〈
大
代
表

J

と
な
9
ま
ず
。
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・
火

赤 255~号

昭和43年 911168 

発行所

千葉然案審愛車郡我係予震f役場

資監緩あ(Jこ (0471)82-2 111 (代褒〉
緩和34年7月301ヨ芳三種要事俊総務時

発行日毎月 1日・161l1護軍 n弓

自
然
譲

渡
に
淑
ま

れ
た
本
町

は
近
年
波

波
山
の
ベ
ヲ

ト
タ
ウ
γ

と
し
て
照

光
を
浴
び

、
日
中
ホ
仲
民

税
官
公
岡
山
路

行
指
湖
北
合
同
陣
織
即
時
皆
施
行
の
ゑ

地
仮
綴
後
議
事
業
さ
ら
に
災
関

治
検
索
ヰ
告
に
よ
る
駒
市
地
問
先
が

活
発
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
争
、

ま
た
、
附
開
設
で
は
鴬
幾
線
沿
線

中
巾
附
町
む
急
双
な
鈴
鹿
に
よ
り
悶
悶

鉄
山
庁
官
一
次
長
期
一
一
昨
騒
の
一
一
壌
と

し
て
時
間
国
関
，
派
手
織
の
複
々
線

化
合
計
約
、
当
面
我
浦
知
子
ま
で

の
愉
民
主
緑
化
Z
W併
合
減
税
四
十
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に
お
た
り
、
銘
柄
の
紋
下
も
余

儀
な
く
さ
れ
、
ひ
い
て
は
絞
協
同

の
陥
商
燃
"
に
不
便
不
潟
h
k
与
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
残
務

の
点
滴
ル
仰
は
ば
た
は
だ
し
く
、
住

民
へ
的
サ
l
ピ
凡
を
芳
一
の
胴
脱

会
と
す
る
町
と
し
て
は
滋
ぴ
え

ぬ
状
践
に
な
っ
f
u
お
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
品
叫
級
品
岳

町
総
合
建
設
計
一
燃
の
緩
笈
に
あ

た
っ
て
は
、
常
時
棋
の
お
ιん
に
あ

た
る
山
町
会
総
設
を
篠
り
込
ん
だ

b
け
で
す
。

庁
舎
総
数
の
計
箆
に
あ
た
っ

て
は
、
蜘
町
叫
臨
む
拠
点
に
か
ん
が

み
、
あ
く
ま
で
も
住
民
本
伎
の

総
点
に
荻
っ
て
住
民
サ
i
d
w
A

を
芳
一
義
務
と
し
た
、
親
し
み

の
も
た
れ
る
庁
舎
、
家
総
近
郊

抑
制
市
川
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
を
猿

六
年
一
一
一
月
潟
淡
悶
同
様
に
抗
制
緩
滋
人
口
治
加
に
伴
う
仲
間
陣
内
務
総
の

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
鐙
成
変
化
め
ま
ぐ
る
し
い
後
淡
瞳
情
勢

の
瞬
間
に
は
受
滋
の
お
援
が
一
没
な
ど
に
よ
字
、
町
の
業
務
M
M
、

と
媛
大
さ
れ
、
ま
す
ま
す
本
隊
ま
す
ま
す
稼
緩
多
伎
に
わ
た
9

の
脱
却
淡
の
送
時
偶
ぷ
問
機
ま
れ
γ
、
開
明
よ
h

ツ
お
度
な
日
付
時
叫
が
要
求
さ
れ

和
四
十
九
年
な
い
し
、
総
和
利
五
て
き
て
い
ま
す
。

十
年
に
は
十
万
細
部
箔
の
誕
生
が
こ
の
よ
う
な
娘
絞
殺
会
の
変

緩
制
比
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
懇
に
よ
9
、
崎
地
方
怠
払
伯
の
あ
れ
リ
9

4
4
潟
的
同
財
閥
陪
は
、
労
務
近
郊
方
も
散
に
時
代
に
開
削
附
均
し
た
行

総
郊
に
ふ
事
わ
し
い
自
然
4

告
を
放
の
近
代
化
没
後
ら
ね
ば
な
ら

ル
生
か
し
た
「
明
る
い
燦
か
な
鐙
ず
、
行
政
水
準
出
向
上
、
住
問
問

み
よ
い
十
万
都
織
の
慾
設
」
に
綴
殺
の
治
議
念
品
山
政
に
い
れ
な

あ
号
、
湾
総
閥
開
発
の
割
拠
出
仙
か
ら
が
ら
も
、
総
返
後
八
開
問
九
平
方

し
て
、
昭
和
相
間
十
双
俸
に
は
市
メ
ー
ト
ル
主
い
う
淡
い
お
庁
合

総
娘
一
討
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
で
は
、
輸
銃
殺
多
絞
な
事
泊
抑
制
純
潔

ム
了
写
室
九
時
h

ソ
カ
刀
責
苦
ニ

ピ
!
d
r左
父
ぬ
43nHG
・
ま
を
車
.
3
4
t
y

感
謝
状
贈
ち
れ
る

【写真は完成なった庁会】

時はヱ
4

叫
に
“
庁
舎
建
設
に
幼
同
制

の
あ
っ
た
方
に
酔
刊
か
ら
緩
謝
状

記
伊
附
聞
ら
れ
ま
し
た
。

常
的
州
問
状
を
受
け
ら
れ
た
均
時
弘

次
治
と
お
り
で
す
。

検

定
思
想
豊
六

大仰蛾幽車内げ

工
事
問
問
係

策口
H

建
設
コ

y
サ
ル
タ
ン
-P

品
開
式
会
後

前品自油開漏蹴コ

Y
サ
ル
b
p
y
-
P

波

幾

度

木
際
協
臨
楽
聖
書
校

側
阿
野
霞
気
品
部
4

内
会
後

釘
立
ヅ
尚
ノ
ン
ト
建
設
株
式
会

校日
本
気
総
本
業
総
芸
裏

教
式
会
役
一
一
一
縁
組
寵
柑
館
文
康

品剤耐町議

大
相
感
情
常
次
郎

小餓一一品開即

持
庁
街
際
線

大
特
咋
浩

渡
辺
与
一

総
裁
期
月
数

制踊井淳一-一

井
上
品
内

花
自
時
金
市

篠
崎
む
前
期

市
同
脇
町
廃
次

小出向的問…

続
下
鋭
部

新
庁
舎
骨
骨
付
者

朝
日
ゑ
均
株
式
〈
在

齢
制
側
同
法
人
中
災
後
カ
研
究
所

長
気
回
削
減
続

品
川
災
義
務

目
立
位
制
緩
株
式
会
社

千
波
銀
行

設
孫
子
ゴ
ル
フ
州
問
染
郊

幾
欄
間
政
河
工
事
株
式
会
社

佐
藤
健
告
知
依
然
会
社

小
滅
的
鋭
卦
燃
料
開
式
会
役

中
小
沼
建
業
妹
主
主

自
立
プ
?
γ

ト
建
設
株
式
会

例
制来

日
緒
川
仙
紙
勾
Y
サ
ル
タ
Y

F

後
会
会
社

浅
野
工
務
絞
式
会
社

南
地
印
刷
工
事
株
式
会
銃

自
本
信
緩
徐
式
会
社

口
問
中
中
総
隊
縁
式
会
後

一
一
一
金
不
齢
制
緩
然
式
会
持

品
猪
熊
ゑ
均
株
式
会
札
札

日
市
民
不
畿
地
胞

渋
川
川
材
氷
山
附

合
名
会
社
油
階
栄
ぷ
繁
一
枚

庁
A

向
日
常
措
燃
を
お
ゑ
し
て
浴
総

建
物
取
引
並
木
協
会
務
係
予
防
支

潔
か
ら
ち
ん
派
轍
減
収
率
的
海
賊

て
た
い
主
考
え
た
わ
け
ゼ
ナ
。
め
に
、
そ
し
て
闘
関
誌
の
我
綴
予

こ
の
よ
う
な
世
帯
綴
の
も
と
に
狩
絞
殺
の
た
め
伝
m
H
…
関
心
を

ふ
み
対
所
有
者
的
関
関
川
茂
夫
氏
、
新
ち
た
に
公
務
員
と
し
て
の
肉
料

大
漆
曲
紙
作
隠
の
ど
協
力
に
よ
り
党
に
糾
問
し
て
駁
説
明
に
務
時
間
し
、

本
貯
の

γ
y
dめ
ん
匂
あ
る
手
資
制
耕
し
ま
れ
、
位
指
紋
さ
れ
る
行
政

務
の
A
間
後
の
眺
望
絡
佳
の
総
会
を
行
な
い
俊
民
の
影
後
の
ご
欄
期

続出
H
拘
阿
波
訟
の
抽
唱
に
滋
ぴ
、
き
件
付
に
そ
い
き
る
よ
う
努
力
い
た

ら
に
、
官
民
民
ヌ

γ
サ
ル
タ

γ
ト
し
ま
す
。

株
式
会
社
の
す
ぐ
れ
た
総
計
の
な
わ
相
、
一
大
発
銭
安
主
げ
よ

ゃ
か
ら
成
隷
没
後
、
こ
れ
キ
い
縫
う
と
し
て
い
る
本
常
に
は
挙
制
流

会
に
は
か
号
、
建
間
関
血
管
待
て
か
務
め
絡
化
対
策
、
県
点
滅
等
学

ら
終
年
十
一
月
十
沢
民
新
庁
食
品
肢
の
誘
致
、
地
問
綴
揖
問
。
改
造
主

建
設
に
後
手
し
た
わ
け
で
す
。
育
成
、
品
執
務
総
裁
の
猿
踊
樹
党
笑

ι
8
ヱ
事
は
、
中
小
閑
制
排
除
条
株
濃
路
線
申
裳
融
問
、
総
合
生
か
し

中
司
会
社
は
じ
め
七
径
の
務
付
ふ
に
た
都
市
計
制
闘
な
ど
山
積
し
た
官
事

よ
ち
銘
州
棋
を
み
ま
し
た
。
冊
減
合
的
え
て
お
昔
、
災
孫
子
町

務
庁
会
の
渓
成
を
捕
棋
に
時
代
総
合
建
設
幻
滅
一
〈
総
和
問
問
十
父

に
即
し
た
市
常
務
の
合
総
然
、
近
年
か
ら
開
閉
利
回
十
九
年
ま
明
、
七

代
化
、
日
打
数
制
組
叫
制
緩
幽
併
の
及
率
年
開
闘
の
家
殺
計
縦
〉
に
も
と
づ

を
行
な
う
と
し
と
も
V

千
人
事
労
務
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
祭
を
…
放
送

を
哨
城
市
制
に
行
な
い
、
協
議
T
E
等
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
皆
さ

議
し
、
反
険
し
史
民
主
的
か
つ
ん
り
た
め
の
町
の
施
策
が
問
機

数
蹴
照
的
な
行
政
官
控
銭
安
行
な
い
感
綴
に
途
成
さ
れ
ま
す
よ
う
今

抽
地
方
自
治
相
終
協
同
の
旨
的
で
あ
後
と
も
い
っ
そ
ラ
の
ど
四
期
総
と

る
「
倹
胤
M
d
撤
径
の
山
内
告
の
た
ど
協
力
を
お
緩
い
い
た
し
ま
す

j
i
i
j
;
;
 

大
蔵
商
事
件
怖
式
会
設

士
官
僚
会
役
我
孫
子
ゑ
総

東
我
孫
子
間
開
発
株
式
会
訂
正

京
北
海
楽
株
式
会
社

常
榊
品
不
動
制
護
徐
父
会
総

策
弁
開
発
鱗
八
議
株
式
会
社

榊
問
中
関
不
動
制
捜

大
浄
土
地
株
式
会
社

滋
〈
開
発
之
官
智
株
式
会
校

液
慾
不
動
漆

天
王
開
問
滋
絞
式
会
社

【写主義はH皆で行えまった竣工式】

が
あ
り
ま
し
た
。

宅
地
建
物
欲
引
業
協
会
放
孫

子
対
支
部

佐
藻
然
祭
建
式
会
社

時
前
出
問
中
占
崎
地
株
式
会
批

議
土
地
不
動
隊

件特
4

人
ム
筑
波
亙
栄

・
火
持
品
不
勤
途
縁
式
会
投

日
市
民
不
備
制
球
体
何
式
会
役

常
蜘
融
不
幾
度

大
栄
Y

小齢制緩

l写真t主総詩j~た・表彰状を受げられた方々1

自
治
功
労
者
な
ど

六
名
町
か
ら
表
彰

校
ぷ
式
に
際
し
て
、
可
か
社
会
努
祉
功
労
務
影

お
自
治
‘
絞
殺
‘
教
育
弘
札
民
生
委
員
紋
一
元
節

会
総
祉
に
多
年
功
労
の
あ
っ

た
中
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。由

同
治
功
労
骨
税
制
勝

町
議
会
滋
純
只
今
弁
護
一
…

蜘
吋
綿
刷
会
議
長
波
滋
波
四
郎

蜘
町
議
会
融
問
料
斜
村
越
記
制
労

出
回
綴
功
労
表
第

消
防
徳
副
制
開
制
限
問
石

m亙

教
育
功
労
表
影

中
学
校
教
体
制
絡
体
感
恒

尚
樹
役
が
臨
職
務
代
建

九
月
一
一
十
日
か
ら
十
コ
月
二

口H
ま
で
ハ
開
問
十
州
問
U
M
開
捌
〉
町
長

が
宅
金
阿
関
村
間
後
臨
隣
接
漆
合
会
か

ら
の
議
米
移
住
地
湘
阿
疫
機
の
一

段
k
し
て
移
絞
殺
の
視
察
主
総

問
問
・
な
か
ね
渡
米
し
ま
す
の
で

助
役
が
町
長
む
絞
殺
代
惑
を
い

た
し
ま
す
。
ハ
代
理
制
用
問
九
月

十
九
お
か
ら
十
一
月
六
日
μ
ま晴、

約
十
九
封
筒
w

577 



、，F。z
j

章、島
側
門
学
受
諾
し
て
お
争
童
十
段

一
民
同
開
綴
診
断
を
、
本
学
も
十
万

一
一
活
か
ら
十
月
十
九
日
ま
で
一
一
…

…
十
七
ケ
所
で
行
な
い
ま
ナ
。

件
と
の
帥
時
臨
嬬
診
断
を
受
け
る
人

ト
法
、
十
日
品
字
以
下
、
お
よ
び
、

山
間
透
勤
、
逸
品
半
品
ん
で
級
殺
診
断
を

械
受
け
た
人
を
徐
き
町
田
内
九
諮
問
料
が

別
対
殺
で
す
。

ー
ヴ
診
甑
鞘
は
、
州
側
劇
附
V

Y
ト
ゲ
Y

似
品
棋
釜
で
す
。

防
総
持
棋
は
、
生
品
慣
の
内
向
上
、
反

J
F

出
干
の
魚
淡
な
縁
取
耕
、
対
絞
普
及

一
同
校
遂
に
よ
号
、
死
な
曲
中
は
淡
少
狩
で
は
、
九
月
十
六
日
H

か
ら
と
の
機
会
に
、
わ
が
旧
ん
の
出
向

…
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
脚
内
向
問
問
ケ
所
で
一
ユ
才
況
の
二
六
体
的
発
脊
や
、
間
関
抽
出
法
銘
念
で

一
し
か
し
、
死
亡
務
は
減
少
し
後
払
齢
者
行
な
い
ま
す
。
あ
る
か
油
開
気
や
災
状
、
島
知
世
間

一
た
か
ら
主
い

A
V

て
、
変
心
は
で
と
の
年
令
の
子
供
は
、
人
間
関
の
滋
れ
は
な
い
か
な
ど
を
反
省

…
き
ま
せ
ん
。
J

自
発
育
途
上
一
祭
大
切
な
脇
村
偶
蹄
す
る
よ
い
持
で
す
。

一
級
伸
明
は
伝
見
出
演
で
あ
ち
‘
し
で
、
体
の
義
獲
が
で
き
綴
柊
す
で
に
徳
人
添
加
知
を
送
付
し

「
か
も
務
款
が
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当
地
鴻
ん
で
も
銀
協
仰
押
慨
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災
し
一
応
の
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日
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機
て
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告
ま
す
が
滋
匁
も
れ
田
方

t
鐙
状
の
例
が
多
く
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療
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は
炎
能
も
と
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の
い
、
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叫
出
後
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側
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し
て
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潮
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&
護
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て
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融
制
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は
で
き
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せ
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の
縫
淡
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、
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な
お
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ぜ
ひ
刻
録
し
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の
総
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践
が
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し
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あ
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一
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。
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議
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…
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伐
材
・
没
後
込
年
収
、
制
割
弱
党
汲
ぴ
学
一

一
山
る
に
あ
た
号
、
交
透
機
関
銃
、
除
く
ウ
ィ
ー
ク
デ
i
台

吐

息

絞

各

の

際

在

地

、

一
吋
待
問
問
別
、

λ
i
y
y
ト
F
ヲ
プ
の
す
同
の
余
刊
行
動
な
閣
時
査
す

O
場
所
出
同
内
知
柏
崎
、
開
到
着
捻
…

…
官
〈
転
薬
及
び
枕
柑
案
内
務
}
王
手
翌
一
一
冷
か
ら
遡
詩

0
時
間
以
内
滅
的
制
剤
、
翠
耳
一

一

川

の

現

状

を

抱

獲

し

、

ま

れ

か

、

期

制

午

前

一

一

一

時

ま

で

」

昨

吋

郊

一

一
一
状
、
な
将
来
に
プ
ロ

e

ゾ
ス
タ
}
〈

W
V

棚
網
災
対
象
者

O
斜
線
交
通
機
関
後
多
、
一

一
川
投
お
》
す
る
た
め
の
淡
々
の
手
潟
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燃
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レ
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も
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後
絞
め
山
田
制
削
魚
、
後
影
時
吋
に
裁

い
た
春
、
疑
問
に
添
わ
れ
る
方

に
は
、
再
度
受
げ
ら
れ
る
よ
う

緩
ん
閉
し
ま
す
。

な
お
祭
休
静
穏
制
h
g
必
ら
ず
持

参
し
て
く
だ
幸
い
ゅ

下
車
叫
は
つ
け
た
ま
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受
け
ら

れ
ま
す
が
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闘
に
余
呉
や
ボ
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y

y
め
な
い
も
の
を
災
閑
却
し
て
く

5
5
望。
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2
も

ま
た
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禁
は
す
ぐ
鋭
げ
る

才
児
一
斉
検
診
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孫
子
梯
北
畿
地
思
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診断実施表一般住民健

万
一
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か
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日
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h

晶
子
楢
憾
で
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ま

だ
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縦
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一
一
一
才
泥
検
診
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受
け
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な
い
ガ
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。

ま
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描
昨
協
の
ガ
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終
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十
四
日
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了
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で
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宅
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計

調

査

十
丹
一
日
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七
呂
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定
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計
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忽

統
計
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閥
復
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暗
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一
一
十
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一
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年
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宅
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の
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っ
て
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年
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弘
一
点
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関
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欄
間
授
が
樹
沢
松
脂
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れ
ま
す
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に
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い
f
r
も
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問
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十
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日
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十
六
霞
勢
潟
盗
区
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定
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位
協
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約
一
、

二
0
0世
帯
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の
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て
の
後

浴
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世
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い
て
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た
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ま
す
の
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滋
遊
園
H
が
訪
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ま
し
た
ら
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ろ
し
く
ご
協
力

を
お
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い
い
た
し
ま
す
。

調
附
議
揃

m
H

九
月
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十
附
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双
十
日

ま
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緩
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査
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住
宅
k
稔
械
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綴
綴
の
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あ
く
喝
組
問
査
票
の

配
布
十
万
一
ね
か
ら
七
日
ま
で

泳
務
官
賞
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舗網一家関品別

住
宅
統
計
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交
は
段
取
叫
に
加
問

っ
て
い
る
金
識
は
ど
の
排
除
お
っ

て
、
そ
れ
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ど
り
地
淡
に
多
い

か
、
往
復
の
州
制
綴
や
数
送
、
設

備
、
住
宅
あ
る
い
は
絞
殺
の
際

総
状
泌
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の
よ
う
に
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わ
っ

て
き
て
い
る
か
な
ど
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明
ら
か

に
し
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仲
間
各
線
ぽ
聞
の
間
判
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前
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幽
や
施
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倒
的
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す
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行
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。
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蜘
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。
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。
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榊
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滋
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受
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滋
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